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緒 言

　睾丸組織とその機能病理については，従来一般的に

睾丸実質としての曲細精管及び間細胞（Leydig癌細

胞）群及び副睾丸管の三要素のみが考慮に入れられて

いる，睾丸はその機能として，内・外の両分泌機能を

営んでいるが，その外分泌面における機能病理の考察

は不充分である．

　従来教室同入は，腺管性臓器に対して化学的感受体

機構Chemoreceptoric　Systemの概念を導入して来

た．そこで重要視されるものは，所謂摂理部Schalt・

st廿ckの特異的な構造とそれに伴う特殊な機能であ

る．これに基づいて教室同人は，各腺管臓器の潤軍部

に共通して認められる一般則，即ちその特性を見出し

て来た．

　いうまでもなく睾丸もまた腺管臓器であるにも拘ら

ず，上述あ三要素のみを重視し，このような潤管蔀的

部位の存在並びに特異的機構についての考察は殆んど

試みられていない．

　一般に腺管臓器としては肺・腎・膵・肝・皮膚その

他を挙げ得るが，実質としての腺房・排泄管としての

導管・更にこの両者間に介在している潤恥部より構成

されている．この導管部といわれる部位は，組織学的

に腺房と導管の両者の性質を，潜在的に共有的なもの

として，保持しているものと考え得る，これが潤管部

的特性の基盤となるものである．

　石川1949はこのような問題を吟味することによっ

て，その特異的な組織機構を確実にし化学的感受体系

統説を提唱している．肺・肝・腎。膵等においてはそ

れぞれPulmon・Hetaton・Nephfon・Pancreatonと

して，該機構の特性を詳細にしている．

　私は上記した諸種の腺管臓器について，報告されて

Cるそれぞれの化学的感受体機構の所見を，同様な睾

丸系の所見に比較した結果，本論文に以下詳記するよ

うに，多数の点において類似点を見出すことができる

のであり，更に睾丸における化学的感受体機構の存在

を新しくここに報告し得たと考える．

　このような化学的感受体機構の形態学的特性は，石

川・倉田・村沢等1941の報告に詳述されている如く，

腺管系における野際部上皮細胞の特陸・血管系におけ

る潤北部的部位の調節装置・前二者に対する特異的な

神経支配の三要素が，それぞれの特性をもつて存在し

ている．而してこれらのものはほぼ同一の組織領域間

に共存しているものであり，各々が常に密接な関連性

を示しているものであると述べている．更にこれらの

因子は，病理学的に炎症生起の選択的基盤・腫瘍発生

の好発的基盤ともなり得ることを述べている．

　睾丸においてもこのような問題について若干の実験

と剖検材料並びに手術材料をもつて詳述吟味してみた

い．

1．睾丸における化学的感受体機構の存在

　睾丸は男子生殖腺として重要な間分泌臓器であると

共に，精子生産を行なうための外分泌臓器でもある．

私は主として，後者としての睾丸を即ち腺管臓器とし

てのそれを研究の対象とした．しかしこの内・外両分

泌機能は，その機能的形態的に不可分な関係を有して

いることは勿論である．

　生産された精子は，実質間から睾丸場外に輸送され

るには，曲細精管で精子形成が行なわれ，直細精管及

び睾丸網を通過し，更に輸出管及び副睾丸系の頭・体

。尾部の各部を運搬され，遂には輸精管に導かれる．

このようにして管腔回路は，それぞれの特往によりそ

れぞれの名称をもつて区分されているのが，従来の一

般的概念である．

　この腺管臓器としての睾丸構造は，一種の複合管状
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腺とみなし得る．且つ，曲細精管は腺房，副睾丸系

（頭・体・尾各部）は導管と考え得る，これら両者の

間に介在する直細精管Tub．　recti・睾丸網Rete　testis

・睾丸輸出管Duct．　efferensの三者，殊にその中間

位にある睾丸網は，所謂潤管部S．一s．に相当するもの

であろうということが想定され得る．

　このような睾丸系を発生学的に見るならば，他の腺

臓器と異なり，その発生母地と連絡する導管を有しな

いのである．即ち睾丸実質は，体腔壁上皮から発生

するが，間もなくその発生母地と連絡を断って結締

織に包まれ，曲細精管を形成する．一方，労生殖部

Pars　paragenitalisより睾丸輸出管が形成され，前者

と二次的に結合して，所謂睾丸網が形成されるものと

考えられている．勿論副睾丸以下の管腔系統，即ち副

睾丸の頭・体・尾各部及び輸精管等は，所謂原腎管部

に発生母地を有するものである．従って発生学的な見

方においても畢丸工部の上皮系は，多分に移行性であ

り，潤管部的な両性質共有的な存在として考え得る．

　このようにして畦引組織の見方を変えるならば，第

1図に示す如く単純化した模型図をもつて表現し得る

と考える．

第　　1　　図
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　　　睾丸網，B3．輸出管

C　　副睾丸，C1．頭部，　C2・体部，　C3．尾部

　この模型図から考えられることは，他の腺管諸臓器

との間に，その機構的共通性を見出すことができる．

　睾丸において所謂潤管部或いは移行部Ubergan

gsstelleの概念に基づいて，その組織学的理解を試み

ている研究者は，比較的少数であり，Hermann　1894，

Messi1191877，　Benoit　1925，　Pfelffer　1928，　Stiev

1930，Lohm廿11er　1925等の業績が散見されるに過ぎ

ない．ことにS．一S．として説明しているのは，Lohm・

廿Ilef，　Pfeiffer，　Stie▽等のみである．しかも彼等の主

張するところのS．一s．は，位置的にそれぞれ指摘する

ところが異なっており，また私の想定するものとは相

当の差異を認め得る．従ってS．一s．部の部位決定に対

して，定説が見られず，ましてそのS詑s．の機能的形

態的な意義づけに関する報告が殆んど見られぬのが現

状である．

　即ちLohm廿11efの示すところのS．一s．部位は，簡

単にいうならば曲細精管の最終の部分を示しているの

である．また一方Pfeiffer，　Stiev等は直細精管なる

ものの存在を，殆んど否定的に考え，次の図に示す如

くにS．一s．の位置を決定している．而して彼等は，こ

のS3s．部は長い管腔であり，その管腔は畢丸網組織

に属するもので，曲細精管組織に属するものではない

と主張している．

Tub．　cont．一》Schaltst廿ck→Re亡e　test

　また　Spangaro　1902は，睾丸網の起始部即ち

Pfeiffer，　Stei▽等の示すS・一s．部を直細精管と呼んで

いる．

　以上のようにSrs．部位の決定を中心問題として，

直細精管の存在の可否或いは曲細精管から睾丸網への

移行については，個々のしかも少数の研究者によって

報告は全く相異なつた記載がなされているのが現状で

ある，

　これらの事実を綜合して見ると，睾丸における潤管

部の位置的考察には，上記の如く僅かな部位のみを指

摘して考えることは危険なことのように思う．即ち

Pfeiffer，　Stiev等の主張する所謂S置s．部の上皮細胞

は，睾丸網自体を被蓋する上皮細胞と全く同一の形態

を示しており，また入間以外の動物（家兎・海山等）

における睾丸では入間と異なりその畢丸網の所在位置

は，睾丸実質の中心部と頭極とに発達しおるものであ

り，これらの事実から見てもStiev等の示すS♂s．部

は特にS・一s・と指定されるべきものでなく，睾丸網の

範囲に包含されるべきものではないかと私は考える．

　従って私は睾丸系における困迫部の位置決定に対し

て，Lohmullerの主張には賛同できないが，　Pfeiffer

等の主張を更に拡大し睾丸網全体を潤管部面として主

Tub．　con†．→ σub．　rect．）→Rete　tes影→Ducτ．　efferent．
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扮するものであり，それは上図のように示し得る，

　また前述せるそれぞれの研究者は，所謂曲管部の位

置的存在について検討するのみで，更にそれの意義づ

けに関しては殆んど触れていない．このような事実に

対する理由として，恐らく睾丸に対する動物実験が他

臓器の場合に比し，解剖学的に相当困難であるという

事実によるものであろうと自己の経験から考える。

しかし機能的吟味に関してMay　1923，：Lohmuller，

Priese11924等の若干の報告が，これに関連するもの

として挙げられる。即ちMay，　LohmUIlefは所謂

“Maysche　Pfropf”の存在とその意義について強調し

ているが，このPffopfの出現頻度は，私の観察では

比較的に少なく，また年齢的出現頻度についても明白

な規則を見出し得ない．更に：LohmUllerの記載する

ような特異な形態のものばかりでなく，他に種々異な

ったものも認められ一定しなかった．従ってかかる装

置の形成並びにその機能的意義については，原報告者

の強調する如きものでなく，明白を欠いた結果しか得

ることができなかった．故に潤管部の機能的特性に関

しても，決定的な報告が見出されていない．Priese1

の報告については後述したい．

　私はこれらの点に関して，自らの経験例に即して更

に詳細な吟味を行ないたいと考える．

　1．腺管系について

　1）直細精管Tub．　fect．

　睾丸における潤管部研究に際して，先ず検討を要す

るものは，一般組織学教本にその存在を記載されてい

るところの直細精管であると考える．

　曲細精管と睾丸網との間の移行部に，果して明確な

組織学的な特異性を指摘することができるであろう

か．このような点に関しては，研究者にとって個々の

意見が異なり見解の一致を見ないところである．

　Herfman　1894により初めて直細精管の存在を明記

され，彼はその上皮細胞について曲細精管及び睾丸網

のそれとは明瞭に区別をなしている．即ち直細精管は

一層の低い円柱上皮を有し，手丸網への移行部では一

層の扁平なる上皮細胞に変化していると記載してい

る．しかしv．Ebnerは直細精管は所謂Retestrangと

同一のものであると考えている．一方またEberth　19－

04は，彼の研究に．おいて直細精管なるものは必ずし

も真直ぐな走行を有するものではなく，また必ずしも

曲細精管から睾丸網への経路は直細精管を経過するこ

とを必要とせず，直接に曲細精管から睾丸網への開口

している場合が多いことを証明している．

　Lohmuller　1925もまたその存在を否定し，　Stiev

1930は睾丸網の周辺における曲細精管は退行性変化

田

の状態を示すのが常であり，従来の直細精管として記

載されたものは，個々の曲細精管に起る退行性変化IV

度のものを指しているに過ぎず，殆んどすべてのもの

は曲細精管と睾丸網との間で直接にE坦ezu　Ende，

Seite　zu　Ende，或いはSeite　zu　Seite等の形式をとっ

て結合しているものであると述べ，直細精管の存在を
へ

否定している．

　　　　　　　　（／Tub．　rect．＼）
　　　Tub．　cout．　　　　　　→・Rete　test．

　このようにして，個々の研究者によりその所見記載

が異なっている．この問題を更に複雑化しその理解を

困難にしているのは，直細精管といわれている部位を

中心とした周辺の領域において，二三の研究者は所謂

潤管部の位置を設定していることである．而してこの

S．一s．部位の決定についても，上述において触れたよ

うに個々の意見の相違することが認められる．即ち

Lohm田1erの主張によれば，第2図に示す如くに曲細

精管と睾丸網は直接に結合するものではなく，Schalt・

stUckの介在によって常に結ばれているものであり，

その部位の上皮細胞は所謂Plasmaauslaufemを伴っ

たSertoli細胞からなっていると述べており，直細精

管の存在を否定的に理解している．

第　　2　　図

＼蒲、／
　私の経験した多数の睾丸標本においては，彼のこの

ような所見と殆んど一致するものであり，直細精管の

存在に対する意見も全く同一であるという結果に達し

た．しかし彼の指摘するS－s．の部位に対しては，私

の意見は全く異なるものであることを強調したい．こ

のことについては後述する，

　一方，Pfeiffer，　Stiev等はこれに対して，直細精管

については同様に否定的報告をなし，更にLohm廿Uer

とは異なった部位にS♂一s．の位置を設定し，曲細精管

と睾丸網の間の結合には必ずS♪s．を介在せしめてい

ると主張している．而して彼等の主張するS．一s．部位

は，所謂睾丸網の起始部を指摘しているもので，それ

は睾丸網の一部分として見なし得るものであることを

認めている．

　以上のようにして，直細精管の問題は睾丸系におけ

る潤童部の設定問題と交錯して，非常に複雑性を有し
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ているのであるが，これらの問題については，私の検

索例から次のようにまとめてみた．

　曲細精管から畢丸網への移行における組織学的変化

に関しての所見は，前述の如くに殆んどLohm田1er

の詳細なる所見と同様に，曲細精管はその終末に近づ

くに従って一般に上皮細胞群は退行変性の像を示して

くる場合が多く，Schinz及びSlotopolsky　1924の記

載しているところの退行変性皿度或いはW度の像を認

める．かかる曲細精管が急激に管腔を狭窄せる像を示

すと共に扁平或いは股子形，時には低い円柱上皮をも

つた睾丸網腔に移行するものと，一方退行変性像を示

した曲細精管が更に僅かの範囲において，セルトリー

細胞様の上皮に変イヒしそれが睾丸網上皮に移行してい

るものと二種類の形成を認めた．而して後者の場合，

セルトリー細胞様のものはMay，　LohmUIIerのいう

Plasmaauslaufemを伴って，睾丸網腔に突出してい

る場合が多い．Mayschen　Pfropfの一種であろう．

しかしこれらの退行変性像を示している曲細精管の終

末部は，殆んどの場合その管腔が真直ぐな形態をとっ

てはおらず，屈曲せる像を認めた．従って私の検索例

においても，直細精管として特に指摘すべき所見を得

ることができず，その存在を否定せざるを得ない．

　次に睾丸系におけるS．一s．部位の問題についてであ

るが，先ずLohm田1erの主張じているS．一s．部位は

所謂潤管部とは見なし難く，彼のいうところのセルト

リー細胞を上皮として有する部位は常に存在するもの

でなく，上記せる如き退行変性状態の曲細精管から直

接に畢丸網に移行する場合もしばしば認められた．従

ってセルトリー細胞様の上皮を有するものは，彼及び

Mayが報告する如く，そのPlasmaauslaufern或い

はPfropfと共に睾丸生産物の逆流を阻止するための

ものに過ぎず，それをもって急冷部であるとした事実

に対しては，私は全く否定的な立場をとるものであ

る．

　またPfeiffer，　Stiev等は所謂睾丸網の最初の起始

部における長い管腔を指摘して潤二部であるとしてい

るが，私の所見では何ら他の部分の睾丸網部との組織

学的差異，殊に上皮細胞の差異を認めることができ

ず，また彼のいうS“s．と睾丸網との境界も明瞭では

ない．而して彼等もまたS’s，は睾丸網の一部である

ことを容認しているのである．故に彼等の指摘する

S．唱．部なるものに対しても私は同意しかねるのであ

る．

　このようにして私は今迄報告されているS．一s．部の

部位決定に対しては，異なった結果をもつに．致つたの

である．即ち細精管及び畢丸網の組織範囲を，上記横

式図（第3図）に示したように指摘したい．而してそ

の間における睾丸系の潤管部部位の決定については，

この広い意味の睾丸網全体が潤管部であると主張した

い．その理由は後述により明らかであると思う．

　2）睾丸網Rete　testis

　前項において私は直細精管につき検討を加え，それ

に関連して畢壷網の組織学的範囲を決定した．次に本

項において畢丸系の潤恥部として仮定したところの睾

丸網について，詳細にその組織学的特長とそれに基づ

く機能的特性に関し検討することとする．

　睾丸網の大部分はHighmor　1651により初めて記

載された睾丸縦隔Mediastinum　test．，　Corps　High・

moriiの中に埋没されており，Haller　1767により最

初に記載された．その後Messiロ91897により各種動

物におけるそれの研究を報告され，更にBenoit　1925

もまた同様の研究報告をなしているが，その後におい

ては殆んどこの睾丸網自体に関する報告は見られない

のが現状である．

④→（つ／

第 3　　図

　　　　　　　　　　　　　Tub．　cont， 　　　Reτeτesτ．

　　　　　鴫
　　　SchaLτsτIjcK
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　畢丸網の位置はいうまでもなく，睾丸実質の頭部に

あり，弾力繊維を含んだ強力な結合織と睾丸内に輸入

される豊富な脈管系とからなる模状或いはやや扁平な

形をしたHighmor氏体に埋没しており，更にその部

位に属する畢丸白膜T．albUginea　tes士．が特に著明な

肥厚を示し，この肥厚せる白膜内にも埋没されてい

る．即ち二つの基盤中にはまりこんでいる．この

Highmor氏体及び白膜内における睾丸網の分布状態

は，非常に複雑な所謂網状構造を形成しているため，

恰かも海綿様・洞様Sinusoidな配置を思わせる．

　かかる睾丸網及びHighmor無体の位置，大きさ及

び形態，その複雑性に関しては人間では必ずしも一定

せず，比較的著明な個体差を示し，また各種動物のそ

れと入間との比較においても著明な差異を示すことは

すでに報告されている如くである．

　睾丸綱腔を被蓋する上皮は，固有膜を有せずして単

に非常に菲薄な基底膜のみをもって周囲結合織と境し

ているに過ぎず，またそれに直接して毛細血管及び淋

巴間隙（Lymphspalse）が豊富に存在することは注目

に価することであり，この事実は私の作成した標本に

おいて明らかに証明されている．

　この上皮細胞の性状は，通常は単に般子形或いは扁

平なる細胞と記載されているに過ぎないが，多数例の

組織標本検索をなすことにより，この細胞形態は比較

的多様性を示し複雑なることを確認し得た．即ち一般

にいわれている鎮子形或いは扁平なもの以外に，むし

ろ円柱状をなし基底膜に対し垂直に楕円形の核を原形

質の腔内遊離縁に近く有するものを比較的多数に認め

得た．なおこの円柱状上皮にも更に二つの形成がある

ように考えられた．即ちその原形質の腔内への遊離縁

がほぼ均等な高さを示し一層をなして並ぶものと，今＼

一つは遊離縁が不均等となり，個々の細胞原形質が不

規則に腔内へ膨隆突出せるが如き形態を示し，これら

の配列は恰かも花玉菜状に高くなっているのをしばし

ば見る．今論りに私は前者をA型細胞，後者をB型細

胞と呼ぶことにする．これらの数種の形態を示す睾丸

網上皮細胞を形態学的に次の如くに分類し得ると私は

考える．

＿皮く罷難く灘

　　　　　　扁平状上皮

　しかしながら，これらの上皮型の間にそれぞれの移

行型を認め得ることは勿論であり，またこのように種

々な上皮形態は，必ずしも睾丸網腔の大小或いは年齢

と関係を有しているということは認められなかった，

更に同一睾丸援助でのこれらの細胞種の配列状態につ

いては，何ら一定の規則を見出すこともできなかっ

た。またかかる事実は睾丸網自体の機能状態に基づく

ものであるか否かということについては，私は結論を

出すことはできないが恐らくは関係を有するものであ

ろう．従ってこれら分布状態の程度差に対しては，恐

らく個体差に基づくものであるといわねばならない．

　しかしながら以上のような観察から睾丸網上皮細胞

について，次のようなことがその特長の一面としてい

えるであろう．即ちこのように上皮細胞が同一組織区

域内で，種々な形態を示すということは，その細胞群

は他のものに比べて未分化な性格をもつた細胞群であ

るといい得る．この未分化性細胞であるということ

は，睾丸網にとっては非常に注目すべき特長である．

　このような未分化性を有するものは，多分に移行的

であり，しばしば化生・再生・増生等の傾向を強く帯

びてくる可能性があり，ひいてはそれらを基盤として

腫瘍化への経路をもたどり得るのであり，これを要す

るに非常に特異な強い反応性を有するものと考えられ

る．私はこの期待を実証する数多くの病理学的変化を

認めることができた．元来この睾丸網に関する病理的

変化に対しては，その研究報告を殆んど見ず一般に研

究者から忘却されて来たものである．しかしこの解明

こそが，睾丸潤管部を吟味するに優れた意義を示すも

のである．このことは後記する．

　私の観察によれば，睾丸網病理において，上記せる

ような所謂化生・再生・増生等の現像が特に大きな役

割をなしているように思われる．

　一般に多数例における比較的高年者の萎縮性変化を

伴った睾丸から，私は睾丸網上皮細胞の増生傾向を示

すものをしばしば認め得た．

　その代表的なものを2～3例挙げる．

　a）肝硬変症　49歳：

　本例における畢丸実質は，肝硬変症に随伴して起つ

たものと考えられる，ほぼ中等度の曲細精管萎縮及び

その上皮群の変性像を認め，間質組織が拡大してい

る．但し間細胞の増生は認めなかった．睾丸網におい

ては，先ず腔の縮小があり，部位によっては対側面上

皮が殆んど接近し恰かも索状の如き像を示すものを見

るが，一部の上皮細胞は，腔内に向って乳階様増殖像

を示し所謂papiHomat6se　Wucherungを認め得るの

である．この上皮細胞は，特に円柱或いは高円柱状の

形態を示している．更に他の部分では，腔が細く分岐

増生しその上皮細胞の原形質やや濃染し円柱状形態を

とり，恰かも腺腫Adenoma様の構造をとりつつある

所見を得た．かかる所見は，恐らく再生傾向に基づい
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写真1　睾丸網異型増殖HE．染色

写真2　睾丸網異型増殖　H：E．染色

た異型増殖のげ例を考えさせる（写真1，2）．

　b）胃潰瘍　65歳

　睾丸実質の所見は，曲細精管内の各細胞群はやや退

行像を示すが比較的良く保持されている．しかし部分

的に荒廃せる曲細精管をしばしば認め，その壁は肥厚

膨化し硝子変性を示すものを認め，間細胞増生の如き

ものは認めない．睾丸網所見は，腔の大きさは縮小せ

るものもあるが著明なものはなく，睾丸側に近い部位

の睾丸網において，異常に増殖した異型細胞群により

全くその腔を充填されているもの或いは，不完全に増

殖しつつあるものを多数認めることができる（写真3，

4）．

写真3『畢丸干異型増殖

写真4　写真3．拡大

　これらの細胞群は殆んど細胞境界不鮮明セあり，核

は長楕円形をなしており，明らかにこのような像は睾

丸網上皮の異型増殖をなしたものの一種として考えら

れる．

　c）麻痺性痴呆症　49歳

　睾丸実質内における曲細精管上皮は中等度の変性を

示し，造精能殆んど消失しており，一般に曲細精管の

萎縮を認め得る．ところにより間細胞の若干増生しお

るものをも認め得る．睾丸網所見としては，これもま

た一般的にその腔の縮小を認め，部位により対側上皮

が殆んど相接近しているものもある，一部め上皮はし

ばしば腔内或いは周囲結締織内に向って細胞増殖の像

を示すのを見る（写真5）．

．写真5　睾丸網異型増殖

’灘

　以上の観察例の如く，畢置網上皮細胞は異型増殖を

しばしば起し得ることは明らかである．而してそれら

は殆んどの場合，比較的高年者にして睾丸の萎縮性変

化を伴う症例に多く見られたということは，所謂再生

傾向に基づいての異型増殖と理解してよいであろう

し，また睾丸網上皮がその発生学的に未分化な性格を

有することの証明ともいえるであろケ．更にこの上皮

の未分化性であるが故に再生傾向もまた強いという事

，実に対して，実験灼に20％乳酸溶液を極小三三丸内に

注射し，数日後に懇懇摘出し検出したが，満足すべき

結果を得なかった．同様に10％ホルマリン溶液を使用
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したが，これも良好な結果を得なかった．更にX線照

射を短時間に1000Y以上量：を行なったが，痴愚部上皮

に著明な変化を認めることができなかった．

　更にLubarsch　1931に．よれば，睾丸歯腔における

Intrakanalikulafes　Fibrom及びInmkanalikulares

Pseudofibromの発生例を記載し，後者はOrchitis

typhosaにおいて或いは副睾丸の炎症に先行して発生

するものであると報告している．

　かかる上皮細胞の性格により，更に明確な腫瘍化へ

の発展性ということについて，私は多数の畢丸腫瘍の

材料から，その事実を証明することができた．このこ

とについては，章を改めて報告する．

　次に畢台網腔の内容に関しては，一般に空虚なる場

合が多いのであるが，しかし種々な内容物を含んでい

る場合もしばしば見られる．就中睾丸網以下の導管系

に炎症或いは機械的原因により分泌物排出障碍が起っ

ている場合には多量の内容貯溜が認められる．これら

の内容物を構成するものとしては，精子の集団が先ず

あげられ，この精子群は時には所謂Spermaaggultina・

tionとして報告されているような状態で存在する場合

がある．更に剥離運搬されてきた精上皮或いはその変

性細胞と思われるもの，また：Lohm廿Ilefによるとこ

ろの所謂面喰細胞様のもの或いはLubarschによる

：Konkrement等の様々なものが認められる．稀ではあ

るが，貯溜が甚だしいため睾丸網の一部が嚢状に拡張

し，その上皮は全く扁平化しているものがある．

　更に該腔内において，Lubarschの説明している

1（onkrementとは別に，定形的な結石形成を4例にお

いて認め得た．即ちその断面は均一質よりなり，均等

にエオヂンに淡塾し，更にヘマトキシリンに濃染して

いる．かかる結石は諸種の既往文献（田中1928，大

家1928，Blumensant　1929，宝田1929，石本1934，

陳1937）に曲細精管内における結石形成として報告

されている．それは腔内の結石と全く類似せるもので

あり，その大きさにおいてもほぼ同様であるが，睾丸

網腔におけるそれに関しての記載報告は大家及び陳が

該腔にも結石の存在を極めて稀に認め得ると述べてい

るに過ぎない．しかも陳は該結石は，いずれも鼠壁に

附着していると述べているが，私の検索例では管腔内

に遊離せるものであった．

　この結石形成に関連して，私は全く新しい興味ある

事実を観察し得た．即ち血管部としての睾丸網上皮の

基底膜直下の間質部において，結石形成の存在を確認

し得たのである（写真6，7）．

　即ち写真に示されている如く，結石は未だ充分な発

達をしていないようであるが染色態度並びに大きさか

田

写　真　6

写　真　7

ら考えて結石様物質であることは明白である．：更にそ

の発生部位を見るに，結石の辺縁は一層の血管部上皮

に包まれており，その上皮細胞は明確に正常の潤管部

上皮細胞と連続ししているのが認められる．而して結

石を包囲する上皮細胞は，結石形成のたφ腔内に向っ

て圧迫突出せしめられ，その頂上部の上皮細胞との間

には何ら線維性或いは結合織性物質が介在していない

ように認められる．従って該結石は潤管部上皮細胞直

下に蓄いて結石形成が行なわれたものであることは明

らかである，なお該結石の周囲においては何ら間質性

変化の著明なものは認められなかった．かかる現象は

未だその報告を見ないところのものであり，これにつ

いての意義は後述することとする．

　なお曲細精管並びに潤磯部以外に，輸出管，副睾丸

において，かかる結石形成は一例も認めることはでき

なかった．このことは恐らく曲細精管及び潤管部内に

おける液状成分の化学的性状と輸出管以下のそれと

は，異なってくることを意味するものと推定される．

　次に睾丸網腔内の物質は，如何にして末梢導管系へ

運搬されるか，という点について考察する．それに先

立ち睾丸実質の所謂H：ilusに位置する潤管部（睾丸

網）は，何故にかかる複雑な構造を持つのであるか，

その意義を考えなければならない．

　睾丸はいうまでもなく，一定の内圧を有し，Stiev

1930によれば恐らくは血圧程度の強さのものであろ
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うとしている．この一定の圧力は，均等な強さをもっ

て睾丸白膜全体に作用しており，而してこれは睾丸内

血管の充盈と曲細精管に含まれる生産物との両者によ

って生ずることは，疑いなき事実である．かかる相当

な内圧を睾丸実質が保持しているために，そのHilus

の部位に睾丸網という特殊装置が必要となるのであ

る．これが睾丸網の有する機能的意義の第一であろ

う．即ち，この複雑なる網状管腔に実質内からの分泌

物を導入することにより，急激な導管部への分泌物流

出を緩衝し，徐々に内圧をのぞき分泌物の排出も徐々

に行なわれるのである．またこのようにすることによ

り，睾丸内圧の変動差の強大なるのを阻止することも

できるであろう．、

　カ〉かる一種の排出調節装置である睾丸網に導入され

た諸種の分泌物は，どのようにして導管系へ排出され

るのであろうか．勿論緻密な結締織と多量の弾力繊維

を基盤とするハイモール氏体並びに白膜と睾丸内圧と

の相互作用による受動的，自然的な機械作用により，

睾丸網はその内容物を流動排出しているものであろう

が，更にこれに加えて睾丸網自体に能動的な排出調節

機構，所謂Sperrmechanismusの如き機能が存在しな

いであろうか．しかしそれに対する条件としての滑平

筋の存在が，睾丸網部位には殆んど認められず，また

更に特殊な神経支配の存在については目下追究中であ

る．

　次にこの潤管部（睾丸網）の機能的特性を更に意義

づけるためには，その上皮細胞の機能について検索を

進めねばならない．上皮細胞の形態学的特長は，前記

せる如くであるが，その機能的特性の追求に当り，次

のような実験を試みた．

　実験動物として，マウス・ラッチ・海鼠等を使用

し，生体染色実験を行なった．即ち酸性色素として

「トリパンプラウ」，塩基性色素として「中性赤」を使

用した．

　実験方法は次の如くである．

　「トリパンプラウ」による生体染色

　　色素（GrUbler）を2％生理的食塩水溶液とす．

　　マウスに，対し一－回0．4cc

　　　（他動物はこれに対する体重比により決定）

　　腹腔または静脈内注射，連日注酎，持続期間は約

　　1週間前後とす．

　　最終回より24時間後に殺す．

　　組織固定法はSusa固定液及び小田一法を使用

　　小田氏固定法；

　　　固定液　24～48時間固定

　　　第一塩化コバルト　0．29

ピクリン酸

蒸溜水

三塩化酷酸

中性ホルマリン

0。029

10．Occ

O．29

0．5cc

　固定後，数十分間水洗

　水洗後は，法の如くに脱水，パラフィン包埋をな

　す．

　後染色には，サフラニン溶液（0．3～0・5％）を使

　回す．

「中性赤」による生体染色

佐ロ氏法を使用した．

　色素（Merk）を2％生理的食塩水溶液とす．

　体重10gに対し，0．3～0．5ccを腹腔内に1回注

　射

　注射後1～6時間で殺し，直ちに固定する．

　組織片を可及的に薄くする．

　　固定液

　1液：

　　3％重クロム酸カリ水溶液　20．Occ

塩化ナトリウム

　中性ホルマリン（原液）

5。Cに保ち，24時間固定

H液＝

0．19

0．25cc

　　　5％モリブデン酸アンモン溶液　20・Occ

　　　塩化カルシウム　　　　　　　　0．1g

　　　中性ホルマリン（原液）　　　　　0．25cc

　　　18。Cに保ち，24時間固定

　　次にアセトン（充分に無水なること）に脱水，2

　　時間（3回交換）

　　次にキシロール（3回交換）1時間，

　　次いでパラフィン包埋とす．

　以上のようにして行った生体染色の結果は，潤管部

のみに即して簡単に述べるならば，酸性・塩基性いず

れの色素においても，斜向部上皮網膜の形質内に色素

穎粒或いは色素液泡を見出すことはできなかった．し

かも管腔系において最も勢力的に，色素を形質内に包

含する部位は，輸出管上皮細胞内であることを確認し

得た．従ってこれらの結果から，潤管部上皮は分泌作

用を営むものでなく，輸出管上皮においてその作用が

強く行なわれるという推定が可能となるわけである．

　これに類似の研究は，V．　W．　M611endorff　1920及び

V．Lanz　1926並びに．　W．　Young　1933によって行な

われており，M611endOfffによれば，酸性色素である

「トリパンプラウ」を使用して，副睾丸頭部の一小部

分に微細頼粒の出現を認め，その最も強く現われるの

は輸出管上皮であるとなしており，他の部位において
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は色素を認めていない．この事実に対して彼は更に上

皮細胞の色素分泌によるもめであるが，或いは細胞の

単なる透過性によるものであるか，この判定はP1・

chorioideusの場合と同様に問題であると報告してい

る．従って彼はかかる輸出管上皮における現象を，色

素の逆吸収R臼ckresorption現象であるとは考えてい

ないのである．故に私の行なった実験解釈と同様であ

り，次の如き模型図で示し得ると思う（第4図参照）．

第　4　図
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　この生体染色実験に対する今迄の報告についての考

察は，主として，輸出管上皮の機能を中心として行な

われているので，輸出管の項において記することとす

る．

　更に潤一部上皮の機能を検索する意味において，次

の実験を行なった．

　即ち睾丸網腔内への色素注入実験を行なった．本実

験は次の如き理由からその必要に迫られたものであ

る．畢丸副睾丸系において，就中輸出管及び睾丸網

に，吸収能が存在するか否か，という問題の解明がそ

れである．これがためには，単一の曲細精管内に色素

注入ができれば最も有利な実験となるのであるが，こ

れは実際的には全く不可能であった．更に第二の可能

性として，輸精管（Duct．　defferens）より色素を逆注

入することであるが，これには睾丸実質の内圧及び副

睾丸系の複雑な走行のために，色素液は副睾丸の体部

あたりにまでしか達せず，それ以上末端部に逆注入す

ることは不可能であった．このような理由によりやむ

を得ず睾丸網腔内への色素液注入の必要に迫られたの

である．

　色素注入には，ガラス管をもつて毛細管を作製し，

田

これをもって直接睾丸高山を目標として穿刺注入を行

なった．

　色素液として2％「トリパンプラウ」生理的食塩水

溶液を使用し，色素固定法としては，上記せろ如き方

法を用いた．

　使用動物は殆んど二二を使用す．

　この実験手技は，極めて困難でありその成功率は非

常に低いものであった．

　先ず実験動物に麻酔を施し，下腹部を切開し，睾丸

を傷害せぬよう注意深く引き出してから穿刺注入を行

なった．穿刺の際に極力組織の出血・損傷をさけた．

　注入後30分～1時間放置し，しかる後睾三二弓術を

行ない，直ちに．固定液に浸した，

　以上の如き方法により得た実験結果は，輸出管上皮

細胞においては，色素吸収機能を認められず，潤三部

上皮細胞においてその機能の存在することが明らかに

証明された．

写真8　睾丸網上皮の色素逆吸収実験

　　　　　辱壌多

》泌へ　ゆ’

sゆ毒轡直＿
　　プ↑　　↑↑

R畢丸網腔　F色素頼粒

↑

↑逆吸収部位

　更にこの実験標本において，潤二部上皮直下の結締

織内に，均等な像をもつた色素の存在が著明に見ら

れ，それが上皮細胞内に逆吸収されている色素と連続

している像を認め得る，輸出減上皮下においては，潤

三部のそれに比し遙かに貧弱であり，上述の如く逆吸

収像もまた認めない．かかる事実は，主としてそれら

の周囲に発展せる淋巴腔の多寡に基づく所見と推定さ
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れる．即ち逆吸収機能を有する潤管縫上皮下には，淋

巴腔の発達が著しいといわねばならない（写真8）．

　かかる実験で証明し得た潤管部の逆吸収機能に関連

して，更に人体剖検例より次の如き観察をなし得た．

　一般に潤管部腔内は，空虚な状態にあろ場合が多い

が，しかしまたしばしば前述せるように種々な成分か

らなる内容物を含む場合も認め得る．

　かかる場合の三管部上皮の組織像に注目するなら

ば，上皮細胞の原形質内或いは上皮細胞間に精子の頭

部のみが散在性に存在するのを認めた（写真9，10，11）・

こめ所見に対しては，先ず人工的に標本作成過程にお

いて生じ得るという可能性が問題になるが，これはそ

の同一部位の連続切片において，いずれも同一部位に

同一所見であり，しかも上皮の胞体及び核と精子頭部

とが光学的にその焦点が全ぐ一致する等の点から，細

工的云女は完全に否定し得る．また果してそれは精子

の頭部であるか否かの問題については，その大きさ及

びヘマトキシリンの染色態度から上皮細胞核からは確

実に区別し得ると共に，腔内壷中に存在する精子頭部

と全く同学の形態を示している等の諸点から精子頭部

を他細胞核より識別することが容易である．更にこれ

を確認せんがために，精子頭部に多く含有されるとい

うを，D：NA同一標本において組織化学的に証明し

たところ，やはり潤管島上皮内に存在する精子頭部と

認められるものに強陽性の結果を得，腔内にあるそれ

と同一の所見であることを確認し得た．　　　　　’

1以上の如き観察により，潤管部上皮細胞は精子を摂

取する機能を有することが確認されるであろう．

　この観察と前記の実験的逆吸収能証明との間に，潤

管部上皮の機能としての重大な親近性をもつものであ

ると信ずる．

　因にRedenz　1925，　V．　Lanzpは，実験的に睾丸網

腔内における液状性分のpHを測定し，血液における

それとほぼ同一であり，副睾丸ではそれより酸性に移

動すると報告しているが，興味深きものがある。

　また前記したように潤管部上皮直下における結石形

成の事実は，これら逆吸収機能との関連に基づいて，

写　真　10

写　真　11

耀

、
翻
鞭
・

その発生原因を理解し得るものと考える．

　今一つ，この潤管部周辺には比較的間細胞が集団的

に存在することが多く，これがしばしば胞体内に緑黄

褐色を帯びた色素穎粒を含むのを認める．このような

ものは睾丸実質内においても認めることがあるが，

Pr6ese1等の報告によれば，それは精上皮細胞との物

質交換によるLipoidpigmentであり，淋巴装置を介し

て間細胞が摂取し血管内へ移送されるものであろうと

している．このような理解方法に基づくならば，三管

部周辺に認められる同様な所見に対しては潤三部の逆

吸収機能に基づいてその出現を容易に理解し得る（図

12），

写　真　12

難翻瑞撒

写　真　9

　以上のように種々の所見及び実験から，潤管部上皮

の機能的特性の一つとして，．その逆吸収（RUckresorp一
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tion）機能を明確に指摘することができた．従って私

は睾丸管腔系を第5図に示すように，それぞれの部位

の機能を明確に表現し得ると考える．即ち所謂睾丸網

部は吸収を司り，輸出面部は分泌を司るものである．

この輸出管部の分泌機能については，輸出管の項にお

いて記載する．

第　5　図
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　3）輸出管Duct，　effe．

　輸出管はいうまでもなく副睾丸頭部にある強力な血

管叢に近く，結締織性基盤の中に理没されており，海

狽・ラッチ等の動物においては，その基盤として殆ん

どが大量の脂肪組織よりなっている．このような位置

において，所謂導管系の起始部として副睾丸管と睾丸

網との間に介在し，両者を接続せしめている．これは

8～15本の管腔からなり，発生学的には副睾丸管のそ

れとほぼ同一の部位より発生するものであることは，

すでに諸家により研究せられたところである．従っ

て，輸出管上皮細胞は副睾丸管のそれとかなり類似し

ている点が多い．しかしこの輸出管の特長として，そ

の管腔内面における所謂上皮繊壁の形成が著明であ

り，従って個々の上皮細胞の高さ大きさは著しい差異

を示している．また該上皮細胞には顛毛を有するもの

があることは，副睾丸管のそれと同様であるが，しば

しば頗毛を明らかに有しない細胞も多数に混在してい

ることであり，更にこれらの細胞はしばしば腔内に向

って，胞体様或いは分泌出様の物質と思われる不規則

な形をなした胞体突起物を有しているものを認める．

しかもこの輸出管上皮は，Zenker固定後にEisen一

二matoxyli11染色を行なうことにより，胞体内に顧粒

田

面の油染性物質が多数に出現するのを認め得る．V・

：Lanz　1914は，該物質をEisen－H装matoxylink6rper

と卜しており，Stiev　1930はこれを分泌物の前壷程の

物質であると理解している．更に輸出管は，睾丸網に

おけると同様にその固有膜に直接して，多数の毛細血

管が存在すると共に，またその周囲に淋巴間隙も比較

的多数に認め得る．

　このような構造を有する輸出管は，所謂導管系の起

始部として如何なる機能を有するかという点につい

て，実験を中心として一面的考察をしなければなら

ぬ．

　先ず前項においてすでに記したように，私はマウス

・偏心・ラッチを使用して，酸1生及び塩基性の色素と

してそれぞれトリパンプラウ及び中性赤による生体染

色を行なった．これらの手技・方法に関しては，すで

に前項において記した通りである．

　トリパンプラウによる生体染色の結果は，次の第6

図にて現わし得る，即ち曲細精管，睾丸網，輸出管の

三者の管腔系上皮細胞において，該色素を認め得るの

第6図　トリパンブルー生体染色
による所見表　（海狽・ラッチ）
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は，輸出管上皮の細胞体内にのみ中等度に認められた

に過ぎない．勿論睾丸実質内では，間細胞に強度に摂

取されているのを認め得る．但し曲細管の内属及び上

皮細胞群においては，全く該色素を発見できなかっ

た．これに類似の研究は，V．　W．　M611endorff　1920

及びV．Lanz　1926，　W．　C．　Young　1933等によって

行なわれている．V．　W．　M611endorffによれば，同一

のトリパンプラウを用い，副睾丸頭部の一小部分に微

細穎粒の出現を認めたとなしており，更にその最も強

度に出現すろのは輸出管上皮であるとなし，また更に

多量の色素注射を行えば，畢丸面上皮に微細な穎粒出

現が認められると報告している．なお彼は直細精管及

び副睾丸上皮には，完全に色素を認めなかったとも報

告している．かかる生体染色の結果に対して，彼は上

皮細胞の色素分泌のためであるか，或いは細胞の単な

る透過性のためであるのか，この判定はPL　chori・



睾丸潤管部 49

oideusにおける場合と同様に問題であると述べてい

る．従って彼は，かかる現象を色素の逆吸収Rnckre・

sorptionによるものとは理解していない．一方V．

Lanz　1926によれば，海狽において輸出管結紮実験と

トリパンプラウによる生体染色実験とを併用し，輸出

管上皮の色素分泌能を有する生体染色実験とを併用

し，輸出管上皮の色素分泌能を有することを示し，手

術例と非手術側における色素沈着の差異を認めなかっ

たと述べ，逆吸収現象であることを否定している．

　他方W・C．Young　1933は，マウズにおいて酸性フ

クシン及びトリパンプラウによる生体染色実験と輸出

管結紮実験を併用し，前者と同様な研究を行なってい

る．彼によれば，輸出管結紮部位を中心として，睾丸

側面出管上皮と副睾丸側上皮との両者における上皮細

胞内での色素沈着の状態を比較することにより，睾丸

側において多量の色素沈着を認めている．即ちこの色

素沈着の量的差異に基づいて，彼は睾丸実質内液状成

分が輸出管上皮によって精力的に所謂逆吸収される証

拠であるとし，色素沈着は分泌機能による結果でない

と断定している．

　またWagensei11928は，同様な実験において，結

紮部位から末梢血の輸出管上皮においてもなお若干の

色素沈着が認められる事実に対しては，輸出管上皮が

分泌機能と逆吸収機能の両者を共に持っているのであ

ろうと考えている．

　このようにして，同じような実験においてその機能

が分泌・吸収のいずれであるかという点に関して，意

見の一致を見ることができず，従ってまた分泌・吸収

のそれぞれの部位決定に対して従来全く定説を欠いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　「
いる．

　これは，Moor　1931等の報告している如く，上記の

睾丸←一・副睾丸間における手術的実験は，殊にマウス

の如き小動物においては，該部位の大量な脂肪組織と

多数の細血管の分布という解剖学的特長のために，そ

の実験の確実性を保持することは非常に困難なことで

あり，この事実がかかる実験に対する大きな障碍とな

り得ると考えられる．それが故に，上記の如くそれぞ

れの研究者による結果が異なるのであり，従って私は

このような確実性の僅少な結紮実験は行なう必要を認

めなかったし，また上記の如き種々の報告は不確実な

ものと考える．

　もしW・C・Youngの主張する如く，色素が第7図

に示すような経路をもつて輸出管上皮から逆吸収され

るものであるとするならば，その固定標本において多

数の色素穎粒が曲細精管内及び白丸心内に認められね

ばならない筈であるが，私はかかる所見を全く認める

ことができなかった．従ってW。C．　Youngの見解に

対しては，大きな疑問が存在する．またトリパンプラ

ウの分子は相当に粗大なものであるという事実からし

ても，曲細精管の固有膜を通過することは不可能であ

ろうということを想定し得るのである．故に私は輸出

管上皮に逆吸収機能が存在するという意見を否定する

ものである．

　既往文献に散見し得るものとしては上記のトリパン

プラウによる実験のみであり，これに対する塩基性色

素を使用しての実験は全く見られなかった．一方私

は，この塩基性色素として，中性赤を用いて同様な生

体染色を行なってみた．中性赤の生体染色の手技並び

に困難とされているその固定法は，前項において詳述

した如くである．なおこの場合に注射後2時間のもの

と約4時間のものとそれぞれ時間差による比較を試み

た．

　結果としては第8図に示す如く，トリパンプラウと

D．e．

R．t．

工。．
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異なる所見を得ることができた．即ち，曲細精管の上

皮細胞群並びにその内腔に中性赤の液晶を認めること

ができた．この事実は，該色素が曲細精管の固有膜を

通過することを明白に意味していると共にトリパンフ

ラウは，固有膜を通過しないものであるといい得る．

しかも時間的追究においてもまた明らかに色素出現度

の差異を認め得るのである．このような実験は今まで

の諸報告に見られないところのものであり，かかる結

果からして，トリパンプラウによる実験における第7

図に示すような理解方法は成立し難いものであるとい

うことが愈々明白となるであろう（写真13，14，15）・

写真13　中性赤生体染色，4時間後，曲細精管

写真14　睾丸網 写真15輸出管

　このようにして，輸出管上皮細胞の主なる機能は，

所謂逆吸収するものではなく，旺盛な分泌能を主体と

することを，明白に証明し得るわけである．

　一方，各種の剖検例における睾丸輸出管を注目する

に，睾丸副睾丸管腔系の中でしばしば最も鋭敏に反応

し，所謂カタール様変化を示しているものをしばしば

認め得た．即ち該部位の上皮細胞は，外来性の刺戟に

対しては，他の部位に比して比較的組織反応を起し易

いことを意味するものと考えられる，かかる事実は，

田

前記せる分泌機能を相関的，経血管性に外来性異物が

侵襲した場合，該部位により強い親和性をもつて，そ

の組織反応を起さしめるものとして容易に理解できる

であろう．

　更に輸出管上皮細胞は，睾丸網のそれに比して稀で

はあるが，異型増殖の傾向を有することが認められ

る．即ち麻痺性痴呆症49歳の剖検例において，第16図

に示されている如く，本来の該上皮細胞形態を失い胞

体の染色態度も異なりエオヂンに強く染り，核は長楕

円形を呈し，多数の細胞が密集し，これら細胞群が管

壁から照臨に突出し充満しているのを認める．これは

明らかに輸出管上皮の異型増殖の一種と見なし得る．

写真16輸出管上皮の異型増殖　（人間）

　また副睾丸結核症の易咄手術による材料において，

睾丸網に近い輸出管上皮が若干の異型増殖の傾向を示

し，対側の両上皮細胞が融合し，一部は明らかにこれ
　　　　　　　　　　コ　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

ら上皮細胞からなる巨大細胞の形成を像見るこどがで

きた．

　2．血管系並びに神経系について

　脈管系並びに．神経系は，いうまでもなく相互に平行

随伴し且つ纏絡しつつ当該臓器及び当該組織の機能・

栄養を調節的に支配する重要な役割をなす．従って血

管系に．おいても腺管三管部におけるように，何らかの

調節的機構部位，換言すれば血管の潤管部的部位の存

在が当然うなずける．

　血管系の潤管部的な部位として指摘され得るものの

代表として，第一に動静脈吻合Arterio・ven6se　Ana・

stomose（A－v－A）が考えられるが，この動静脈吻合

はその壁構造において非常に特異なものを有してい

る．即ち血管壁中膜に位置するQue11ezelle（Q細胞）

を主体とする構成であり，このQ細胞はSchumacher

等の主張するEpitheloid　modi丘zierte　Muskelzelleと

同一のものであり，所謂Adrenalin様物質並びに

Cholin様物質との関連性或いは特異な神経支配を考
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えられているもので，この装置を有することにより血

行調節が充分に行なわれるのである．更に第二とし

て，血行調節を要すべき小動脈分岐部（時には静脈）

を血管系潤管部として指摘し得る．この血管分岐部に

おいても同様に多数のQ細胞の存在を認め得るのであ

り）この血管分岐が多数な程（これを血管傘と称して

いる）著明である．

、睾丸における血管分布は，A．1iliaca　interna及び

Aorta　abd．よりそれぞれ分枝せるA．　deffereロtialis，

A．spermatica　internna，・A．　spermatica　extema及び

V・cava　caud・へ合流するV．　spermaticaの諸血管に

より主宰されている．就中A．spermatica　internaが

最も大きな役割を果している．これらの諸血管の睾丸

系に対する肉眼的分布状態についてはすでに報告され

ている．睾丸小動脈も腺管鋼管部と同一の組織域にお

いて，これと共にかなりに多数の分枝をなし，しばし

ばその壁に多数のQ細胞を主体とせる構造を認め得

た．かかる所見は睾丸実質内における動脈には殆んど

認めなかった．』私はこのような所見をもつて一応睾丸

動脈系の潤管部と理解したい．Stりh＃㌍よれば睾丸の

血管系は，その還流と内圧が調節装置としてのA－v－

Aによって影響されていろことを認めているが，私は

かかるものを認め得なかった．しかし私もその存在を

信ずるものである．

写真17　睾丸網部の血管壁Q細胞

　更にこのような血管系潤管部のQ細胞は，腎におけ

る所謂Polkissenの如く数層化の増生傾向を有してい

ることを肺・腎・膵（石川免倉田・村沢）において報

告されている．私はこのような典型的な所見に遭遇す

ることができなかった．

　以上の如くに睾丸系腺潤管部に即した同一組織域

に，血管系の特異な調節機構を見出すことができた．

　一方，このような腺管並びに血管系潤管部区域にお

ける神経分布について，私はこれを追究することがで

きなかったが，瀬戸教授の研究室で山下1939が非常

に明確な興味ある報告をなしている．山下によれば神

経線維は，副睾丸神経叢よりきて潤二部を有する畢丸

縦隔に入り，ここで再び睾丸縦隔神経叢を形成し，こ

れより睾丸小中隔に放線状に拡散し実質内に進入して

いる．従って畢丸潤管部は，心惑系における神経分布

の一つの中心をなしていることは明白である．この部

においては複雑な植物神経叢より発する無数の神経繊

維が存在し，睾丸網の間質結締織中で神経終末網Ter・

minalreticulh1を形成し，その一部は睾丸網上皮下に

直接接触していると報告している．更にこれら植物性

神経の外に求心性神経終末枝も三管部に認めている．

即ち睾丸網に至る求心神経繊維は，その終末に近づき

やや二三の分枝た分れ，間質結締織及び睾丸網の単層

立方上皮または扁平上皮内に進入し遊離性に終止して

おり，これは気管支・人間胎児の尿道におけるものと

類似していると述べている．睾丸系においてかかる知

覚神経終末の存在を認めているのは，私のいう高温部

と畢丸固有鞘膜直下の結締織の両部位のみで，実質内

には認めていない．このような事実は，それぞれの機

能的意義を考えれば，自らうなずけることであろう．

　以上のように血管系並びに神経系において，私のい

う睾丸潤管部に即した同一組織域内に，形態的機能的

に特異な組織機構を形成していることを明確に示し得

る．

　　五．睾丸腫瘍について

（化学的感受体を中心とした分類）

　畢丸に原発する腫瘍は，他臓器における原発性腫瘍

に比較して，一般に稀な存在であり，またその発生が

比較的小児に多く見得るとされている．更に，睾丸腫

瘍を病理学的な剖検例より得ることは比較的困難であ

り，その数において外科的及び泌尿器科酌臨床例より

得ろことが遙かに多いのが通例されている．

　このような事実は，Southam・：Linellは15年間に，

外科患者57，000例中に38例，Jeffersonは182，792

例の外科患者中116例，長与は39年問の病理解剖一中

4例の畢丸腫瘍例をそれぞれ報告していること等から

容易にうなずつる．

　この原発性睾丸腫瘍における出現型即ちその種類は

極めて多種多様であり，またその組織構造も非常に．複

雑性を示し，諸家の既報告におけるその命名並びに分

類もまたそれぞれ異なっており，現在においてもなお

その定説がたてられていないようである．

　即ち，精上皮腫，精腫，腺癌，癌腫，肉腫，混合

腫，肉芽腫，蝋型腫，稀には副腎腫等が記載され，ま
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た睾丸被膜等からは，維繊腫，繊維筋腫，筋腫，肉

腫，粘液腫，脂肪腫等多種な腫瘍の発現型を有してお

り，このようなことは他臓器に比較して遙かに著明な

現象である．

　かかる多種な腫瘍に対し，それぞれの発生組織原を

明白に求めようとすることは，その病理組織像の複雑

性からして非常に困難な事柄であり，殊に．同一腫瘍組

織において一種類以上の腫瘍組織像を共存せしめてい

ると思われるようなものもしばしば認められるので，

その分類並びにその由来に対する決定は更に困難とな

る．従って睾丸腫瘍或いはその組織像に対する理解方

法の如何により自ら種々な分類法も生じ得るのであ

る．

　このような腫瘍と発生年齢との関係は，care　Ru・

sche　1952によれば，131例中最高年者は77歳であり，

最若年者は15歳にしてその平均年齢は36歳であったと

報告している如く，他臓器の場合に比較して広範囲な

年齢層に発生していることが特長的であり，また平均

年齢が青壮年期に相当することからして，恐らく性的

活動期と再版発生とは密接な関連性があるものと考え

られる．

　これら睾丸腫瘍の分類名命については，Wilms

1896，Gessner　1901，　Cauazzani　1907，0k11bo　1908，

Ribbert　1917等により睾丸腫瘍の組織発生三原は胚芽

性組織であるとなし，更にそれらには三胚葉の高度な

分化型とそれ以外の不全型とがあり，且つ三胚葉性成

分の一成分が優越的発育（不全型）をなすことにより

腺癌，癌腫，軟骨腫等が形成されるものであることを

主張した．Ewing　1911，0berndorfer　1931等は，同

様な理論に基づき更：に系統的な分類を報告している．

即ち，Ewingによれば次の

　①Adult　embryom

　②Mixed　tumor，　embryoid，　teratoid，

　③Embryonal　malignant　tumor

の如く綜括的な分類を行なっている．

　一方，Moore　and　Friedmann　1946は次のような模

型図をもつて睾丸腫瘍の組織由来を理解し分類してい

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　しかしながら地方においては，Chevassu　1907，坂

口1913，渡辺1927，陳1937等の多くの研究者は，

睾丸腫瘍のすべてが必ずしも胚芽性由来のものではな

く，所謂ゼミノーマの如きは上皮細胞由来のものであ

ると主張している．

　私は，手術による臨床例及び病理解剖例から本腫瘍

材料を46例入手することができたので，前章に記した

化学的感受体機構を中心としつつ本腫瘍を観察する．

　1．所謂ゼミノーム

　先ず，既往諸家の分類報告を散見するならば，Che－

vassu　1606は129例中，　Epithelioma　seminale（Semi・

nom）が19例Embryom　62例と報告しており，車立

は32忌中Grosszellige　Gewachse（Seminom）21例，

Gioja　1923は20例中Seminom（Carcinoma　semini－

ferum）11例，　Embryoide　（Teratom）8例，　Lubar・

schは38例中Seminom　24例Teratom　11例，陳1937

は43例中Epithelioma　seminale　40例Mischgesch・

wulst　3例等の諸報告がなされているのを知ることが

できる．これらによって知る如く，畢丸腫瘍の最多数

を示しているものは，所謂Seminom，　Epithelioma

seminale，　Carcinoma　seminiferum或し）はGrossze1・

1iges　Ge翻chse等と種々な名称をもつて記載されてい

るものであり，これらはいずれも同様な組織像を示す

もので，かかる腫瘍は更1にGrossrundzelliges　Sarcom，

：Lymphendotheliom等と記載されているものもある．

かかる事実は，本腫瘍の組織由来に対する見解の如何

により，このように異なってくるのである．この問題

に対しては，上皮細胞説・肉腫説・内被細胞説或いは

また塗盆的発育をなせる碕型腫説等が今までに提唱さ

れており，学者の見解はこのように未だその一致を見

難いのが現状である．

　即ち（1）上皮細胞説として，1）曲細精管上皮細

胞より発生すると主張するもの（Langhans　1887，

Chevassu　1907，　Gioja　1923，坂口1913，渡辺1927，

陳1937等）．　2）胎生的細精管上皮細胞より発生す

るとなすもの（Debernardi　1908）．　3）畢丸内に迷

入した上皮芽に由来するとなすもの（Monod　und

Teri110n　1897）．　4）胎児のP伽ger氏管上皮より

活癌：＼膨
　　　　　　　、
畳　　Gonada1
、

、　　Tissue　　ノ
＼　　　　　　　　！

　、　　　　　　　　！
　、　　　　　　　，

・ら_「一一一一一
　　ノ　　’Somatic
　　　一亀1）ifferentiation
　　、

　　　　　　ノ

、

、　　Embryona1
8－ bareinomaノ

Trophoblastoma　or
Cholioepithelioma

Seminoma

　　　Terato・　　　Adult　or
－Carcinoma『　Cystic　Teratoma
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発生するとなすもの（Pielef，　Costes　1895）等の諸説

に別れており，　（丑）皮腫説（大細胞性肉腫または胞

巣肉腫といわれているもの）として　1）Highmori

氏体の基質組織より発生するとなすもの（Ehrendorfer

1882），　2）淋巴組織より発生する淋巴肉腫となすも

の（Malassez）等があり，また（皿），内被細胞腫説と

しては，淋巴内匠細胞に由来するとなすもの（Krom－

Pecher　1898，　Canazzani　1904）と蔓状血管肉腫とな

すもの（Waldyer）がある．更に（IV）偏心的発育を

なせる崎型面恥，即ち胚葉組織に由来するものであ

り，その三胚葉成分中の一成分が優越的に発育するこ

とにより，種々の異なった組織像を示すものであると

説明した（Wilms　1896），　Ribbert　1911，Ewing　1911，

Gordonbe111935，　Moore　and　Friedmann　1946等）．

　私はかかる腫瘍グループに対して，一応精上皮腫

Epithelioma　seminaleと呼ぶこととする．

　精上皮腫の組織学的所見

　標本No．24：

　強く発達した間質により，境界の鮮明にして比較的

広範囲な腫瘍巣を形成し，標本の一端には原い結締織

を附随する．一部には大きい壊死竈あり，その他に小

壊死竈の散在するのを認める．出血竈は認められな

い．

　腫瘍実質は，大中型の細胞を主としており，淡染せ

る胞体に富み，核は円形卵円形にして濃染し，染色質

は粗糖粒状を示し核仁1～2個を有し，核分心像を有

するものを多数認め得る．この細胞配列は全く不規則

でやや疎な集団をなしており，この間1こ小型紡錘形細

胞が僅：かに混在する．胞巣周辺には小円形にして核の

濃染せる細胞を少数伴っている．これらの細胞群はそ

れぞれ密接に混在錯綜する傾向を認あない．更に上記

細胞種の外に菲薄なる結合織性被膜を有し，胞体極め

て油染し繊維様を呈し境界やや不鮮明にして核は特に

小型或いは小紡錘形をなして淡染する細胞集団の散在

するを認める．これは神経繊維束の組織像とほぼ一致

するものである．

　格子状繊維は腫瘍の大部分を占める細胞集団の中に

分枝進入する像を認めぬが，毛細管壁様細胞には細小

分枝が良く発達している．

　間質結締織は，一般に血管に乏しく繊維走行乱れ疎

開しているが，腫瘍性細胞の浸潤は軽度であり，また

一部には硝子様変性の傾向が認められる．なお間質中

にも上記神経繊維束が少数散在性に認められる．

　標本No．7－7！・

　両者の標本より荒廃せる睾丸実質，腫瘍組織及び副

睾丸を認め得る．睾丸実質における結締織束が腫瘍組

織中に分枝進入しているが，胞巣形成は比較的著明で

はない．

　腫瘍実質は，次の数種の細胞から形成されている．

1）大型の円形ないし多角形にして，胞体穎粒状に淡

面し或いは全く淡明であり，相互に密であり，また或

いはやや疎に蜂窩状に結合し，部位によっては更に散

在性に存在する．核は大円型ないし卵円形，核膜鮮

明，染色質粗大穎粒状をなす．　2）小型類円形細胞

及び紡錘形細胞をやや多数認め，これらは帯状集団を

形成し常に間隙性腔を形成し少数の赤血球を見る．こ

れらと共に紡錘形細胞め混在を認める．更にこれら細

胞中に特異な形態を示す所謂プラスマ細胞様のものを

比較的多数混在するのを見た．格子状繊維はこれら細

胞群の中心をなす新生毛細血管にそって瀾漫性に網目

を形成している．従ってこれら　2）の細胞群は腫瘍

増殖に伴う間葉性反応に基づくものと考えられる．

3）大型多角形細胞，胞体に富み淡幽し，核円形ない

し卵円形をなす．少数の小円形細胞を伴い，集団的に

散見される．格子状繊維はこの集団に比較的良く発達

し網目を形成しつつある．睾丸間細胞性のものかと考

えられるが，胞体には色素及びクリスタルを認めるこ

とはできない．

　腫瘍実質中には，一部に高度な退行変性し間腔に大

型円形細胞集団を有する精細管の残存を認める．

　上記三種1）2）3）の細胞の相互関係は，1）細胞

が主体をなし，　2）の細胞集団及び少数の細胞集団

が混在する部位と，1）2）3）が共に複雑に交錯して

いる部位とがある．格子状繊維は大型円形細胞集団の

なかへもかなり分枝進入し，三者密に交錯する部位で

は，数個の大型細胞を格子状繊維が包囲するような像

を示す．

　残存せる畢丸実質組織は，曲細精管の退行変性像著

明であり，固有膜は肥厚膨化し精細胞上皮配列は全く

乱れ一或いは二層となり，胞体極めて淡明或いは空胞

化せるもの，またすでに核・胞体共に崩壊し或いは管

腔すべてが硝子様変性に陥れるものがある．一部には

固有膜を破壊し大型円形細胞が管外に増生せんとする

像を認める．

　間質組織は，歯跡走行乱れ硝子様変性を起し恰かも

Fibτosis　testisの像を示す．各所の血管壁細胞は，膨

化し或いは若干の増生像を示し，これらを中心として

小円形細胞及び形質細胞等の所謂間葉性細胞群を認め

る．

　更に副官丸管組織は，睾丸腫瘍の波及せる細胞群に

埋没されており，それ自体の腫瘍化像は認められな

い．
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　標本　No．30：

　正常なる副睾丸及び睾丸網を認め，腫瘍実質は睾丸

組織中に存在するもなお正常組織を認められ，両者は

不鮮明に移行する．腫蕩実質中には，これを胞巣或い

は分葉に分割するような間質の発達を殆んど認めな

い．

　腫瘍実質は，上記二例に比較し小型で多角形を示す

細胞が大半を占めている．胞体は少なく淡染し核は卵

円形濃染し，内部構造不鮮明のものが多い．核分剖像

僅少にして円形濃染する幼若型細胞と思われるものを

比較的多数に認める．腫瘍細胞の配列は，全く不規則

性でありゃや疎な配列状態を示し，この間に紡錘形細

胞ないし繊維がやや密に分枝し網目様に連絡結合して

上記腫瘍細胞を包み或いはその支柱となっている．

　腫瘍組織中には，小間隙性の毛細血管やや多数存在

し，多くは紡錘形細胞ないし繊維が随伴している．

　格子状繊維は，これら紡錘形細胞系に良く一致し細

小分枝が良く発達し，全般的にやや疎な網目を形成す

る傾向を認めるが，円形～多形性細胞に対しては無関

係である．

　なお腫瘍組織中には紡錘形細胞ないし繊維が数層疎

に，ほぼ管腔状に配列し内部に変性剥離した精細管上

皮様細胞を入れ，疎開した細胞間に．は申型腫瘍細胞及

び小円形細胞を含む像を多数に認める．格子状繊維は

太く強力なものが管腔を作りその周囲には細小分枝が

形成し，しかもほぼ正常の精細管との間に種々の段階

の移行型を認める．

　以上の所見より，このものは精細管の精細胞上皮

（Ursamenzellen）及び固有膜が同時に異常増生し，次

第に本来の配列を喪失し相互に交錯しつつある像と考

えられよう．

　正常畢丸組織は，精細管においては疎開し配列は乱

れ一部は剥離し，一層或いは二層の上皮細胞のみとな

り一般に退行変性強く，固有膜は肥厚している．間質

結締織間細胞には異常増生を認めない．

　睾丸網副睾丸の再組織は，殆んど認むべき変化は見

られない．但し副睾丸上皮は若干増生傾向を認める

が，腫霊化像とは認め難い．

　標本　No．27：

　腫蕩組織は強度に発達した結締織により大小不同不

規則なしかも比較的明確な胞巣に分割されている．各

所に壊死竈を認めるが出血竈の出現は見られない．

　腫瘍実質は，大型円形卵円形ないし多形性の細胞よ

りなり，胞体に富みやや赤染する．核は円形卵円形強

濃染し，内部構造不明にして，核分剖像は僅：少であ

る．細胞は僅かに大小不同であるが，小～中型の幼若

田

細胞と思われるものは僅少である．

　その他には，紡錘形細胞並びに．繊維を所謂胞巣の周

辺部に．認め，不規則な集団を作り或いは分枝し，小円

形細胞を多数随伴している．

　上記二種の細胞は，灘漫性に混合することなく，紡

錘形細胞及び繊維は大型腫蕩細胞を小分葉性に分割或

いは包被する傾向が著明であって，また良く発達した

間質結締織に常に連絡している．

　実質中には，淋巴管ないし間隙の発育著明であり，

いずれも菲薄な壁を有し拡張し，小円形細胞及び大型

腫瘍細胞を内評に入れるものもある．

　問質結締織は，繊維走行乱れ且つ疎開し，小円形細

胞を散在性に認め，また所々に大形腫瘍細胞の小集団

の進入を見る．血管毛細血管は比較的僅少であり，内

被細胞は軽度に膨化疎開するのみであるが，組織の一

部に中膜の著明な増生を示す小血管が出現しているの

を認、める．

　標本No．433

　間質により著明に胞巣を形成され，一部に大なる壊

死竈を有している．

　腫瘍実質は，やや小型の所謂精上皮腫細胞の中に，

セルトリー細胞を思わしめる紡錘形或いは多角形様の

ものが索状または網目状に著明な増生を示し混在して

いる．腫瘍細胞は概して粘液生成様空胞化現象が著明

である．

　血管壁細胞系の異常増生及び混入の傾向は軽微であ

る．

　以上数例の所見を述べたことにより，私の検索例に

おける所謂ゼミノーム或いは精上皮腫として分類し得

るものの代表的種々相を記載し得たと考える．このよ

うなものを私の検索例46例中26例において見出すこと

ができた．而して26例中1例は精上皮腫に著明なセル

トリー細胞増生を伴うと思われる混合型，更に2例は

精上皮腫に小中血管の外膜細胞系の増生による若干の

腫瘍傾向を伴い或いは血管中膜系の，我々のいうQ一

細胞化とその増生SchumacherのいうEpitheloid

modi負zierte　Muskelzelle）を伴うものであった．

　これを要するに精上皮腫の組織学的所見は，奴等も

述べている如く，腫瘍細胞は円形卵円形ないし多角形

の種々相を呈し，原形質は核に比し割合少なくエオヂ

ンに赤面或いは画論し，空胞様変化を起している．核

は円形卵円形にして，比較的染色質に乏しいもの多

く，鮮明なる核膜を有している．核仁は1個或いは2

個を有し，核分画像はその数において，個々の例によ

り著しい差異がある．退行変性強き腫瘍部位において

は，しばしば多核の細胞及び大型の核をもつた細胞を
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見出すことがある．腫瘍細胞は前記の如くに定型的形

態以外に種々な多様性を示すことはいうまでもないが

更にそれら腫瘍細胞以外に曲細精管のセルトリー細胞

を考えさせるようなやや紡錘形ないし多角形の細胞

が，異常に増生し索状或いは細網状となり腫瘍細胞に

混在すると考えられる所見を得ることができるし，ま

た血管晶系の細胞が腫瘍に伴って異常増生を起して，

腫瘍組織を複雑化している像をしばしば認める．

　腫瘍発育に伴う二次的変化として，胞巣周辺部及び

血管周囲，時には腫瘍竈内部にまで所謂間葉性反応と

して，多数の小円形細胞浸潤或いは集団をしばしば認

め得る．なお時にはエォヂン好性白血球及びプラスマ

細胞の比較的多数出現する．私はこのような腫瘍形態

を有するものを46例中26例に．おいて見出すことができ

た．

　このような精上皮腫の組織発生については，前記し

た如く種々な説が主張されているので，私の得た知見

に基づきこれらを考察せねばならない．先ず　工）肉

腫説については，Ehrendorferのハイモール氏体また

はハイモール氏管の未分化組織より発生するとの説

は，腫瘍細胞の形態は異なり，また腫瘍細胞と結合織

細胞の緊密な関係を認めない等の点でかかる肉腫説は

否定しなければならぬ．かかる見解はむしろ後記する

ところの睾丸系化学的感受体の腫瘍化において成り立

つものと私は考える．またMalassezの主張する淋巴

肉腫説については，評論細胞の大きさ及び形態は全く

異なり，また比較的鮮明な胞巣形成の傾向を有する

点，更にOberndorferによれば該細胞は豊富なGly・

kogenを有する等の事実から容易に否定し得ると考え

る．また　：H）内被細胞腫説については，一小部分に

おいてはかかる組織像を見るが，腫瘍組織の大半を占

めるものはなく，また腫瘍細胞との移行像の如きは明

白には認め難い．このようなものは，むしろ腫瘍発育

における髄伴現象的なものとして考えるべきであろ

う．　皿）偏面的発育をなせる崎面前説は，一応かか

る見解に合致するかと思われる例も若干存在するの

で，全くこれを否定することは危険であるが，何ら碕

型的要素のない例が多く見られ，かかるものまで同一

理解によることはより以上の危険な事柄と考える．

IV）細精管上皮説については，　Hirschfeldは大細胞性

腫瘍を観察しGlandu1翫：Krebsと命名している．ま

たLanghansは精原細胞が癌細胞に変化し支柱細胞

は早期に消滅し，細精管は腫瘍細胞で充され，次いで

蜂窩状を呈すると述べている．Frank，　Chevassu等前

記学者等もこの説を主張している．私もまたこの説を

支持するものの一人である．即ち腫瘍細胞は細精管上

細胞（精原細胞）に最も類似し，また胞巣形成の傾向

強く，格子状繊維との関係は密接でない等の諸点，更

に細精管内上皮細胞増殖と腫瘍細胞との移行像と思わ

れるものを2・3認め得たこと等より細精管上皮細胞

説を支持するものであり，この際に細精管内のセルト

リー細胞は，必ずしも早期に消滅するものでなく，上

皮細胞と非常に親近関係を有するが故に上皮細胞の腫

瘍化と共に随伴的にセルトリー細胞も増生し，腫瘍細

胞癌に混在する場合もしばしばあり得ることを考え

る．このように本腫瘍の発生は，細精管上皮の増生の

みならず細精管上皮が組織の若返り現象により胚芽的

性格を帯びて増生する．或いは未分化な細精管上皮は

胚芽を有する細精管上皮（過誤腫的）の増生等に起因

するものと理解したい．

　2．潤縁部腫瘍（主として腺癌）

　前章において，睾丸隔心管部の特性の一つとして，

該部上皮細胞の特長を報告した．このような組織にお

いては，当然その腫瘍化傾向も強いことが考えられ

る，

　既往諸家の報告によれば，Chevassuは129例中1例

のみをAdenoma　testiculareとして記載し，坂口は

32例中Epitheliale　papillare　Gewachseとして7例

を報告している．またGiojaは20例中1例をCarci－

noma　Woef丘anumとして報告し，　Lubafschは38例

中3例のAdenocarcinomを指摘し，更に陳は43例

中15例のAde且ocarcinomの存在を指摘している．

　私の46例の材料中には，所謂腺癌として認めねばな

らぬものを9例において見出すことができた．Gordon，

BeUは，この種のものを4型に分類し，　Giojaは3型

に，Oberndorferは2型に分類し得るとなし，更に陳

は3型に分類報告しているが，私の例においては次の

如くに分類法をとることとした．即ち　1）未分化

型，2）混合型，3）分化型の3型がそれである．

　これらの代表的なもの症例に従って簡単に記載する

こととする．

　標本No．433

　部位的に高度に荒廃萎縮している細精管を認めるこ

とができ，一部には著明なFibrosis　testisの所見を

得る．また一部には小～中型の円型～やや桿状の所謂

精上皮腫細胞に．類似した細胞からなる腫瘍竈を認め

る．而してこの細胞群は比較的密に配列し，粘液生成

様或いは空胞化が著明であり，また牙枝索状増生を示

し腔形成を明らかに認め得る．結締織は比較的増生著

明な部位もあり，これを浸潤性に認め，やや胞巣形成

の傾向がある．血管内払細胞増生は軽微である．一部

にはプラスマ細胞の出現を認め得る．
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　かかる所見から，一種の腺癌形態であることは明ら

かであり，精上皮腫類似細胞と上記したが，むしろそ

れは鳴管部上皮細胞の末分化状態に異常増生している

ものと考えられる．

　標本No．18：

　腫瘍組織は部位により，その像をやや異にする腫瘍

実質よりなるが，その両者は多分に移行的な性格を有

している．強力なる間質による胞巣ないし分葉形成は

殆んど見られず，不定形にして境界不鮮明な壊死竈が

出現しているが，出血竈はあまり認めなかった．

　腫瘍細胞は，中ん小型多角形～桿状にして胞体僅少

淡墨，核は卵円形～長楕円形で濃染し内部構造不鮮明

な細胞よりなる．この腫瘍細胞には明らかな索状分枝

状或いは被覆性増生をなし，更に管腔小構造の形成が

認められる．即ち葬薄にして疎な結合織を基盤とし1

～2層時には数層に配列して，その内部に不定形の大

小腔を形成し，或いはそれ自身増生傾向を示し間隙正

々を作って血管内被細胞並びに弱い結合繊維を梁柱と

して，これを被覆するように増生している．また一部

にはかかる性質を失い懸粗な集団様形成をなしている

のを認めるが，この両者は多分に移行的な像を示して

いる．なお格子状繊維は，本腫瘍細胞間には分枝を有

しない．

　以上の所見より，腫瘍細胞は明らかに潤管部上皮細

胞由来と考えられ，しかも私の分類中の所謂混合型に

相当するものと信ずる．

　標本No．31：

　腫瘍実質は，やや大型の不正露ないし多角形の細胞

よりなり，それらは胞体に富み一般に淡染一部はやや

濃染す．細胞境界は不鮮明にして，核は円形ないしゃ

や多角形でやや濃染して内部構造不鮮明である．細胞

は1～2層或いは数層をなして索状増生をなし，明ら

かに腔を形成しまた結締織性基質を包んで，これを被

覆する傾向が顕著である．腫蕩細胞自体が密集して集

団を形成する傾向は全くない．格子状繊維は本細胞個

々の間には分枝進入を見ず，本細胞は明瞭に上皮性の

性質を現わしている．1～2層の内語細胞を有する毛

細血管が多数に存在し，結締織細胞に随伴し或いは腫

蕩細胞がこれに直接する像を認める．一般に空隙は不

正形に拡張し内被細胞自身も周囲に向って増生する傾

向を認める．一部には毛細管結締織細胞を基質として

恰かも正常富山三管部におけるMaysche　Pfropf＝

spitzhaubenartige　Gebildeを想起せしめるような像

も認められる．結締織層における血管壁には腫瘍に関

連するような認むべき変化はない．以上の所見によ

り，本腫瘍は細精管上皮よりもむしろ心心部上皮にそ

田

の母地を求め得ることは明らかである．しかも前二者

の組織像に比べやや分化せる腫瘍形態をなすものと考

える．

　以上の3例に対し，他の6例がそれぞれに同一の組

織像を示すものではなく，それぞれ若干の変化を有

し，これを明瞭に分類統一することは困難である．

　これを要するに，腫瘍細胞の大きさは種々であり，

一般に不正形～多角形をなし，胞体もまた多いものと

少ないものとがあり一定しない．而してその境界は鮮

明でない場合が多い．これらの腔形成傾向には，種4

の型があり，陳によれば腺癌型，嚢胞性腺癌型，乳騰

状腺癌型，更にまた細胞が集団をなし恰かも単純続様

の像を同時に伴うような漏話の種々の形態があること

を報告しているが，私も同様な所見を得た．また結合

織性基質は一般に乏しかった．このような腺癌の発生

に対して，その母地となるべき組織を求めなければな

らない．これに．は精上皮腫の如く，腺肉腫説，内嘉応

説，偏側的発育をなせる碕形虚説，上皮細胞説等の諸

説があるが，一般に上皮細胞説を認めるものが多いよ

うである．この上皮細胞説においても曲細精管上皮よ

り発生する（Langhans，　Marsch，直直）もの，或いは

直細精管上皮または睾丸網上皮より発生するFfank，

坂口，中村等）もの，或いは胎生期より迷論せる上皮

組織に由来する（塩田）となすもの等の諸説が存在す

る．元来睾丸腫瘍は，早期に材料入手し検索すること

が殆んど不可能であるので，実際にその発生母地を指

摘することは非常に困難iである．しかし品等の報告に

よれば，腺癌は肉眼的に縦隔を中心にその周囲に二っ

て拡大し，また一般に睾丸網及び蔓晶晶論叢の起始部

との範囲は面詰が古いと述べている．更に前章におい

て，私は潤患部の高度な再生能・増生能即ち高度な未

分化性なることを証明し得た．かかる事実に腫蕩細胞

の血管部上皮細胞との類似性を併せ考えるならば，本

腫瘍の発生母地として容易に潤面部を指摘することが

できる．勿論前章において若干言及した輸出管上皮も

かかる発生母地とはなり得るであろう．しかしながら

潤上部を母地とするものが本腫瘍の大半を占めること

は確実であろう．なお副睾丸由来性の腫瘍は認められ

なかった．

　このような潤管部腫瘍の組織像は，基盤部位の上皮

は導管上皮と睾丸実質との移行部にあるので，その基

盤部位の母型をある程度保ちながら導管または実質へ

の移行像を混在せしめつつ腫瘍化していることが多

い．従って私はこの部位に原発すると思われる腫瘍

を，比較的純粋型なものと，いずれかへの即ち実質部

或いは，導管部の腫瘍への移行像を伴う混合型とに分
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け，或いは腫瘍化の成熟度から分化型と比較し，未分

化型，その間の混合型に分類した．

　腺管潤高温に対応して，前章に報告したように血管

一神経系が特に密に位置している．腺管系の腫瘍化と

共に，或いはそれに誘導されて，間質系も腫蕩化ない

し増生傾向を示すものがあるが，この時先ず血管・神

経系が問題となる．血管系の腫瘍化への増生傾向は，

腺管に比べ甚だしく稀ではない．その外膜細胞が旺盛

に分裂或いは増生し，或いは形質細胞に移行するもの

（外膜細胞の分裂，その形質細胞への移行像を他の臓

器で経験することは稀である），血管壁筋組織の肉腫

増生を伴うもの，小動脈壁筋細胞が私共のいうQ細胞

化（Quellzellen化）して若干の集団を形成するもの

等がそれである．Q細胞は前章に記載したように，大

型の細胞にして円形～卵円形をなし，核は小円形，極

めて明調で無構造な胞体に富んでいる．更にこのよう

なもの以外に，腺管系腫瘍と共に小動静脈内膜下に幼

若な組織球性細胞増生し，小集団を示すものもある．

　このような蛸壷部における血管系の腫蕩化（Q細胞

増生）は，それと共に該部腺管系の腺癌化以上の潤管

部上皮細胞の所謂Endophy奮ie的な増生腫化像とが混

在し，この両者が混在しつつ増生し腫瘍化せんとして

いる『一種の混合腫瘍形成の例において認めた．かかる

組織像に対しては，石川・倉田等の報告している所謂

Glomomaに相当するものと私は信ずる．この意味に

おいてGlomoma　testisともいうことができよう．こ

のGlomOlnaには，神経成

分の増生が伴われているこ

とは，前章の神経系におい

または精上皮腫の組織像と共に，部分的に軟骨組織

皮様嚢胞様組織，嚢胞，脳繊と思われるもの，粘液腫

様組織，　（更に血管間葉匪の異常な増生）等の各種組

織を混在せしめていたことを報告する．これらは，睾

丸系の機能的な構築単位の腫瘍化には，直接的には関

与しないので簡記する．

　睾丸腫蕩は上記せるちののみでは，勿論全部を理解

し得るものではなく，聞細胞，神経系等の腫瘍化が問

題となるが，私の検索例中にそれらを経験することが

できなかった．

　私の全観察例の極めて大略的な分類頻度を次の表に

示す，

第9図　睾丸腫瘍例の分類
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召

0
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て述べたことにより，当然

うなずけるであろうが，普

通染色標本では断定は困難

である．

　潤管部における神経系の

みの，或いはまた潤管部周

辺に多く存在する副腎組織

（パラガングリオン）のみ

の著明な悪性腫瘍高山を認

めなかった．

　3．その他

　畢丸腫瘍の中で，上記し

たような腫瘍に次いで見ら

れたものとしては，所謂碕

型腫（混合腫瘍）であり，こ

れを46例中3例に認めた．

この3例は主として腺癌
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写真24　11Ca　分化型

難

写真25　丑Cb　分化型

写真26　∬Cc　分化型 写真27　皿Cd　分化型

写真28皿A
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結 論

　多数の剖検材料及び手術による臨床例から得た，正

常及び病的睾丸を集め，Haematoxylin・Eosin染色・

Van　Gieson染色・Weigert染色・Bielschowsky染

色等により検索し，更に海狽・家兎・マウスを用い結

紮・X線照射・生体染色等の諸実験を行なった．

　これらの結果を要約するならば，

　1）　所謂直細精管と睾丸網との関連は，必ずしも見

られるものではなく，従来の直細精管の存在理由につ

いては，極めて不明確な点がありその存在を否定す

る．

　2）　外分泌腺としての睾丸系において，従来の直細

精管・睾丸網。輸出管を含め前二者を潤管部1，後者

を雷管部五とする．

　3）潤管部1における上皮細胞に，4型を分類し得

た．しかしかかる形態的差異はその機能状態より左右

されるものか，或いは個人差によるものかは確認する

ことができなかった．

　4）潤管部上皮細胞は未分化的な性格が強く，増生

能が強く保たれている．

　5）追払部1の上皮層に色素吸収能を有すること

を，動物実験において証明し得た．なお入体正常睾丸

例より，該上皮層内及びその直下に結石形成の像を認

めた．更に潤管部近接の間質内に多数集団的に存在す

る間細胞群にしばしば特異的に著明な色素をもつ像を

認めた．また精子の上皮層を通過して腔外への謬目す

る所見を認めた．これらの証明事実は，・恐らく該上皮

層を介して腔内から腔外（間細胞・脈管系）への物質

交換に基くものとして，上記潤管部上皮の逆吸収能を

裏付けするものと考えられる．

　6）中性赤・トリパン青を使用せる生体染色にり，

所謂三管部1（主として睾丸網）には分泌能を認め

ず，三管部∬（輸出管）に分泌能を認め得た．更にこ

の二種の生体染色に際し，中性赤は曲細精管内にその

固有腔を通して，多数の液胞を認めろが，トリパン青

の場合には，その色素顯粒を管内に認め得ず従ってト

リパン青は曲論精管の固有腔を通過し得ぬものと考え

られる．

　7）潤湯田豆の上皮細胞もまた比較的増生傾向強き

ことを認め得た．

　8）三管部に即した血管系は，特に複雑な分岐をな

しており，この部の血管壁に特異なQ細胞を認め得う

が，これらは実質内分布の血流調節装置として重要な

役割を果すものと考える．

　9）従来諸説一致を見ない睾丸腫蕩において，所謂

ゼミノームとして理解されているものは，その大部分

は精上皮細胞性のものと見なし得る．一方潤管部を原

発として腫瘍化せるものを比較的多数に見出し得た．

このような発生様式は潤管部の特陸からして容易に理

解できるであろう．且つこの潤管部腫瘍の組織像か

ら，3型に分類し得た．なお血管系の腫瘍化への増生

傾向が比較的著明であると共に，睾丸腫瘍に際しての

血管間葉性反応が他臓器のそれに比べ，比較的著明に

認められた．

　以上のようにして，一丸における潤管部領域を指摘

すると共に，潤管部及びその近接領域の形態学的特性

を見出し，・その機能を明らかにし得た．かかる特異的

な化学的感受体というべき機能構築単位を考えるなら

ば，腫瘍発生と同様に他の種々の睾丸疾患の成りたち

を考える上に大きな意味を有するであろう．

終りに御指導御鞭撞を戴いた恩師石川教授，倉田助教授，実験

の面で水上助教授，種々御助力下さった中谷博士に厚く感謝を捧
げる．
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                                    Abstract
  This histopathological study is performed on the intercalary portion of testis and these

meterials derived from autopsy, surgical operation and animal experiments.

  In this paper it was concluded that rete testis and ductus efferens should be corresponded

to the intercalary portion of testis. And in this portion were discovered various functional,

morphologically special characters.

  First of all, I found a distinct absorptive function at the epithel of rete testis in many

specimens administered an intracanalicular injection of trypan blue. In the human materials,

a calculus occasionally grew at the subepitheliar layer of rete testis and an intensive pigmen-

tation of Leydig's cells frequently was found at the interstitial tissue of rete testis, and then

a head of spermatozoon was noted to exist between the epithel cells or in the subepitheliar

layer,

  Therefore, from the'se histological findings, it is reasonably accepted that rete testis has a

clear absorptive function as the intercalary pJrtion of glands.

  On the other hand, the function of ductus efferens seemed to have d remarkable secretive
                                                     ,activity in many specimens, as proved by intravenous or intraperitoneal injection of trypan

blue and neutral red. Another important character of this intercalary portion was an imma-

ture and polyvariable disposition of rete testis. In various ways the metaplastic or proliferat-

ive change of the epithels was demonstrated, '
  It should be emphasized that the characteristic intercalary portion plays an important roll

to develop the testicular tumor.

  Among 46 cases of testicular tumor, 9 cases of adenocarcinoma were found and these
latter cases of adenocarcinomas were divided into 3 types, immature, mixed and adult type.

And in some specimens of these cases transition from the epithels of intercalary portion to

cancer cells was found.


